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ポルシェスプリントチャレンジジャパン 2026 第 5-6 戦（富⼠）予選レポート�
�
ポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ）2026シリーズ第 5-6 戦の予選を、富⼠スピ
ードウェイ（静岡県）で2026年 7⽉12⽇（⽇）8時から開催しました。�
�
天候：曇り� 路⾯：ドライ� 気温：24度� 路⾯：27度（セッション開始時）�
�
6 ⽉ 27〜28 ⽇に開催された PSCJ 第 3-4 戦から 2週間後の 7⽉ 12 ⽇（⽇）、PSCJ 第 5-6
戦が富⼠スピードウェイを舞台に開催。今回は、911�GT3�Cup（Type991）の 2018〜2021
年まで PCCJ に導⼊されていた Gen.Ⅱ型で競われる GT3-Ⅰクラスが 8 台、2014〜2017 年
までの Gen.Ⅰ型で競われる GT3-Ⅱクラスが 1台、718 ケイマン GT4 クラブスポーツで競わ
れる GT4 クラスが 3台の計 12 台がエントリー。11 ⽇（⼟）の午後には 30 分間の専有⾛⾏
が⾏われ、10台が⾛⾏。GT3-Ⅰクラスは、昨年のチャンピオンである#1�KEN�YAMAMOTO、
GT4クラスは PSCJ 初参戦の#51� 荒川美恵⼦がトップタイムをマークした。�
�
12 ⽇（⽇）朝は、どんよりとした雲が富⼠スピードウェイの上空にあり、霧⾬が降る状況。
PSCJ 公式予選スタートの 8 時には霧⾬も⽌み、ドライコンディションでの予選タイムアタッ
クがスタート。ピットロード出⼝に並んだ12台のマシンは、シグナルがグリーンになると次々
にコースへ⾶び出していく。3周⽬から各⾞とも本格的なタイムアタックを開始し、まずは#1�
KEN�YAMAMOTOが 1分 45秒 010のトップタイムを記録し、4周⽬にはライバルの#37� 関
家真久が 1 分 44 秒 336 をマークして逆転。ここから 2 台によるトップタイム争いが展開さ
れ、5周⽬に#1�KEN�YAMAMOTOが 43秒台に突⼊すると、翌周には#37� 関家も 43秒台を
マーク。そして、6 周⽬に#1�KEN�YAMAMOTO が 1 分 43 秒 235、7 周⽬に#37� 関家が 1
分 43秒 223を記録し、タイム更新が頭打ちになると2台ともピットへ向かう。タイヤを交換
とセットアップの⾒直しを⾏い、予選時間が残り 10 分を切ると、2 台とも再びコースイン。
しかし、2 台のタイムは思ったように伸びず、ピットイン前に記録したタイムを上回ることは
できずに終わる。結果、#37� 関家が 1分 43秒 223 で⾃⾝初の PSCJ ポールポジションを獲
得し、0秒 012差で#1�KEN�YAMAMOTOが 2番⼿となる。3番⼿には上位 2台と同じく 43
秒台をマークした#16� 岸本裕之が⼊り、4番⼿以降は 44 秒台の 0秒 3 以内に 4台が⼊る混
戦で、4番⼿が#11�Boo、5番⼿が#9� ⼩林賢⼆、6番⼿が#27�SOUICHIROU�MANO、7番
⼿が#78� 七ツ⽮� 孝という結果に。しかし予選終了後、予選 2番⼿の#1�KEN�YAMAMOTOと
3番⼿の#16� 岸本に対して、⾛路外⾛⾏複数回（3回）のペナルティが科されてしまい3グリ
ッド降格となる。�
�
⼀⽅、3台で競われたGT4クラスの予選は、前⽇の専有⾛⾏でクラストップタイムをマークし
た#51� 荒川が、予選前半はトップをキープ。しかし 8 周⽬に、#87� 安藤泰敬が#51� 荒川の



タイムを抜きトップへ浮上する。#87� 安藤は、ここからタイムを⼀挙に伸ばし、12 周⽬に 1
分 50秒 977を記録してポールポジションを獲得。2番⼿は#51� 荒川、3番⼿は#86� 児⽟と
なる。そしてGT3-Ⅱクラスは#92�RyuichiKunihiro が 1分 48秒 203を記録した。�
�
また、予選中のセカンドベストタイムで決定した第 6戦の予選結果は、第 5戦と同じく GT3-
Ⅰクラスは#37� 関家、GT3-Ⅱクラスは#92�RyuichiKunihiro、GT4クラスは#87� 安藤がポー
ルポジションを獲得した。�
�
第 5-6 戦予選後のドライバーコメント�
GT3-Ⅰクラス（第 5 戦・予選 1 位、第 6 戦・予選 1 位）#37� 関家真久�
今回の予選は、⾃分の思い通りのタイムアタックをすることができなかったのですが、⾃分の
ホームサーキットで両戦ともポールポジションを獲得できて、本当に嬉しいです。決勝もこの
調⼦で、2戦ともトップでゴールを駆け抜けたいと思います。�
�
GT3-Ⅰクラス（第 5 戦・予選 5 位、第 4 戦・予選 4 位）#9� ⼩林賢⼆�
昨⽇の専有⾛⾏は、仕事の都合で少ししか⾛れなかったので、こんなものでしょうね。今シー
ズンは（久しぶりのフル参戦のため）、リハビリのレースだと思っているので、決勝は安全にゴ
ールを⽬指します。�
�
GT4 クラス（第 5 戦・予選 1 位、第 6 戦・予選 1 位）#87� 安藤泰敬�
PSCJ 初参戦ですが、今⽇は気持ちよく⾛れてポールポジションも獲れて嬉しいですね。ただ、
⾃分が⽬標としていたタイムに少し届かなかったのが残念です。決勝はミスなく、最後までし
っかりと⾛りきりたいと思います。�
�
�



ポルシェスプリントチャレンジジャパン 2026 第 5戦（富⼠）決勝レポート�
�
ポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ）2026シリーズ第 5戦決勝を、富⼠スピード
ウェイ（静岡県）で2026年 7⽉12⽇（⽇）10時 15分から 10周で開催しました。�
�
天候：曇り� 路⾯：ドライ� 気温：27度� 路⾯：36度（セッション開始時）�
�
PSCJ 第 5戦決勝レースのグリッドは、朝8時から⾏われた予選で決定し、GT3-Ⅰクラスのポ
ールポジションは#37� 関家真久が獲得。⼀⽅、2番⼿タイムをマークした#1�KEN�YAMAMOTO
と 3 番⼿タイムをマークした#16� 岸本裕之に 3 グリッド降格のペナルティが科されたため、
2番⼿以降のグリッドに変更があった。2番⼿グリッドは#11�Boo、3番⼿グリッドは#9� ⼩
林賢⼆、4 番⼿グリッドは#27�SOUICHIROU�MANO、そして 5 番⼿グリッドが#1�KEN�
YAMAMOTO、6番⼿グリッドが#16� 岸本となった。�
�
レースは、セーフティーカー先導によるローリング⽅式でスタート。ポールポジションの#37�
関家は好スタートを決め、トップで1コーナーに⾶び込んでいく。そして2番⼿グリッドから
スタートした#11�Boo は、3 番⼿以下のベテランドライバーの猛攻を抑えて 1 周⽬は 2 番⼿
をキープ。トップの#37� 関家は 1周⽬ 2番⼿の#11�Boo に 2秒 499の差を築き、#11�Boo
の後⽅ 0秒 287差に#9� ⼩林、0秒 409差に#1�KEN�YAMAMOTOが続く。そして 4番⼿の
#1�KEN�YAMAMOTOは、2周⽬の 1コーナーで⼀挙に2台をオーバーテイクし、2番⼿に浮
上。#1�KEN�YAMAMOTOは、ここからトップの#37� 関家を追いかけていくことになるが、差
はなかなか縮まらない。3番⼿争いは、#11�Boo の背後から#9� ⼩林が⻁視眈々と狙っており、
5周⽬の 1コーナーで仕掛ける。#11�Boo はポジションを守ろうとするもスピンを喫して、順
位を⼤きく落としてしまう。これで 5 周⽬終了時点の順位は、トップが#37� 関家、2 番⼿が
#1�KEN�YAMAMOTO、3番⼿が#9� ⼩林、4番⼿が#27�SOUICHIROU�MANO、5番⼿が#16�
岸本となる。3 番⼿以下は、テール・トゥ・ノーズの争いが数周に渡り展開され、#9� ⼩林は
#27�SOUICHIROU�MANOの攻めを抑えていたが、最後は⼒尽きてポジションが逆転。この結
果、#37� 関家はスタートからゴールまでトップを独⾛して、開幕戦以来となる今シーズン2勝
⽬を上げ、5 番⼿グリッドからの追い上げとなった#1�KEN�YAMAMOTO が 6 秒 551 差で 2
位となった。そして、3位表彰台を獲得したのは#27�SOUICHIROU�MANOで、0秒 408差の
4 位が#9� ⼩林、0 秒 965 差の 5 位が#78� 七ツ⽮� 孝、0 秒 442 差の 6 位が#16� 岸本に。
3〜6位までの 4台は、超接近戦で最後まで⼿に汗握る好バトルが展開された。�
�
そして GT4 クラスは、ポールポジションの#87� 安藤泰敬がスタートで⼀歩出遅れ、2 番⼿の
#51� 荒川美恵⼦が 1 コーナーでトップに⽴つ。2 周⽬に 2 台のタイム差は 5 秒 349 まで広
がるが、#87� 安藤はペースをアップして#51� 荒川との差を徐々に縮めていく。そして 8周⽬、



2 台の差はついに 1秒を切り、#87� 安藤は#51� 荒川の背後にピタリと着け、9周⽬の 2台の
差は 0秒 250となり、ラストラップの攻防が注⽬された。だが、#51� 荒川は最後までポジシ
ョンを守り、0 秒 417 差で PSCJ 初参戦のレースで初優勝を成し遂げた。2 位は#87� 安藤、
3 位は#86� 児⽟� 葵という結果に。また、GT3-Ⅱクラスの#92�RyuichiKunihiro は総合 9 番
⼿でチェッカーを受け、全12台が完⾛を果たした。�
�
第 5 戦決勝後のドライバーコメント�
GT3-Ⅰクラス� 優勝� #37� 関家真久�
今⽇はスタートも成功し、最後まで⾃分のペースで⾛ることができ、。ポール・トゥ・ウィンを
成し遂げられて嬉しいです。この調⼦で次のレース（第6戦）も頑張ります。�
�
GT3-Ⅰクラス� 2 位� #1�KEN�YAMAMOTO�
グリッド降格もあったので、今⽇は2位でゴールできて⼗分ですね。トップの関家選⼿との差
を考えると、早い段階で前を抜くしかないと思っていたので、2周⽬の 1コーナーで仕掛けま
した。次に頑張るしかないですね。�
�
GT3-Ⅰクラス� 3 位� #27�SOUICHIROU�MANO�
トップの 2台が速いのはわかっていたので、今⽇は3位争いの戦いになるなと。その通りのレ
ース展開になりましたが、最後はプッシュして表彰台に⽴てて良かったです。�
�
GT3-Ⅱクラス� 優勝� #92�RyuichiKunihiro�
実は⽊曜⽇の練習⾛⾏でマシンを壊してしまって、チームのスタッフには迷惑を掛けてしまい
ました。それだけに結果で、スタッフの頑張りに応えたかったのですが、今⽇は⾃⼰ベストタ
イムを1秒以上縮めることができました。�
�
GT4 クラス� 優勝� #51� 荒川美恵⼦�
1 コーナーでトップに⽴てたのですが、その後はどんどんと追い上げられてしまって。でも最
後まで、ミスなく⾛り切れて良かったです。PSCJ 初レースで初優勝ですから、本当に嬉しいで
す。応援に駆けつけてくれた⼈達にも感謝ですね。�
�
�



ポルシェスプリントチャレンジジャパン 2026 第 6戦（富⼠）決勝レポート�
�
ポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ）2026シリーズ第 6戦決勝を、富⼠スピード
ウェイ（静岡県）で2026年 7⽉12⽇（⽇）16時 55分から 10周で開催しました。�
�
天候：曇り� 路⾯：ドライ� 気温：26度� 路⾯：30度（セッション開始時）�
�
PSCJ 第 6 戦決勝レースのグリッドは、朝 8 時から⾏われた予選のセカンドベストタイムで決
定し、GT3-Ⅰクラスのポールポジションは第5戦と同じく#37� 関家真久が獲得。2番⼿は#1�
KEN�YAMAMOTO、3番⼿は#16� 岸本裕之が続く。⼀⽅、GT3-Ⅱクラスのポールポジション
は#92�RyuichiKunihiro、GT4クラスのポールポジションは#87� 安藤泰敬と、こちらも第5戦
と同じ結果になっている。�
�
レースはセーフティーカー先導によるローリング⽅式のスタートで、1 コーナーを⽬指して
#37� 関家と#1� KEN� YAMAMOTO が並んで⾶び込んでいき、アウト側から#1� KEN�
YAMAMOTO が仕掛けてトップに⽴ち、#37� 関家は後⽅からチャンスを伺う。そしてアドバ
ンコーナーで、今度は#37� 関家が仕掛けるが 2台は接触。そこに後⽅から来た#11�Boo が巻
き込まれる形で3台がストップ。#1�KEN�YAMAMOTOはなんとか再スタートを切るが、スト
ップした#37� 関家と#11�Boo のマシンを回収するためにセーフティーカーが導⼊される。波
乱の幕開けとなってしまった PSCJ 第 6 戦は、セーフティーカー先導で#16� 岸本、#9� ⼩林
賢⼆、#27�SOUICHIROU�MANO、#78� 七ツ⽮� 孝、#77�MUSASHI、#92�RyuichiKunihiro、
#1�KEN�YAMAMOTO、#87� 安藤、#51� 荒川美恵⼦、#86� 児⽟� 葵の順で隊列を組んで周回
を重ねる。そして3周⽬、セーフティーカーのランプが消え、4周⽬からレースは再開。�
�
4 周⽬のリスタートで、#16� 岸本、#9� ⼩林、#78� 七ツ⽮は激しいトップ争いを⾒せるが、
#16� 岸本はトップをキープ。後⽅からは、1周⽬に⼤きく順位を落とした#1�KEN�YAMAMOTO
が迫るも、5周⽬に他⾞と接触して再び順位を落とし6周リタイアに終わる。#9� ⼩林と#78�
七ツ⽮が 2番⼿争いを繰り広げている間に、トップの#16� 岸本は 2番⼿以下を若⼲引き離し
ていく。そして9周⽬、#78� 七ツ⽮が#9� ⼩林を攻略して前に出る。結果、#16� 岸本がトッ
プチェッカーを受け、2 位は#78� 七ツ⽮、3 位は最後に#27�SOUICHIROU�MANO の追い上
げから逃げ切った#9� ⼩林に。だが、#78� 七ツ⽮はピットからグリッドへ向かう際にピット出
⼝のホワイトラインカットでタイムペナルティ 5 秒が加算され、5 位まで降格。結果、2 位は
#9� ⼩林、3位は#27�SOUICHIROU�MANO、4位は#77�MUSASHI となった。�
�
GT4 クラスは、ポールポジションの#87� 安藤がセーフティーカー明けもトップをキープして
いたが、6 周⽬の 1 コーナーでオーバーランを喫してしまい 2 番⼿の#51� 荒川美恵⼦がトッ



プに⽴つ。しかし、その#51� 荒川も 9周⽬にコースアウトを喫し、コース復帰の仕⽅にタイム
ペナルティ 5秒が科され、トップでゴールしながら2位という結果に。これにより2位でゴー
ルした#86� 児⽟が初優勝を飾った。また、GT3-Ⅱクラスの#92�RyuichiKunihiro は総合 6番
⼿でチェッカーを受けた。�
�
なお、次回の PSCJ 第 7-8 戦が今シーズンの最終⼤会となり、約 3 カ⽉後の 10⽉4⽇（⽇）
に鈴⿅サーキットで開催を予定する。今回の第 6 戦を終えた時点で GT3-Ⅰクラスのシリーズ
ランキングは、3勝を上げている#1�KEN�YAMAMOTOが 87点、2勝の#37� 関家が 82� 点で
2� 位と 5点差となっており、最終⼤会でどちらに軍配が上がるのか注⽬される。�
�
第 6 戦決勝後のドライバーコメント�
GT3-Ⅰクラス� 優勝� #16� 岸本裕之�
今⽇の優勝は棚ぼたですね。昨年も表彰台に乗ることができたのですが、それも棚ぼたでした。
遅い⼈は、遅いなりに努⼒をしなければ結果を出せないのです。最終⼤会まで約3カ⽉あるの
で、今回優勝できたモチベーションを保てればいいのですが||。�
�
GT3-Ⅰクラス� 2 位� #9� ⼩林賢⼆�
棚ぼたの 2位とはいえ、最後まで諦めずに⾛って良かったと思います。本当に久し振りの表彰
台で、いつ以来か⾃分でも覚えていないくらいですから。もしかしたらコロナ前くらいかな？
というくらい、久し振りなんですよね。�
�
GT4 クラス� 優勝� #86� 児⽟� 葵�
今⽇のレースは⾊々とありましたが、初優勝を上げられて良かったです。この優勝は、チーム
のメカニック、スタッフ、そしてチームメイトの皆さんに⽀えられて成し遂げられたと思って
います。また、併催のジャパンカップに参戦している牧野（善知）さんから最後まで冷静にと
アドバイスをいただいたことも⼤きいので、真っ先に牧野さんのところへ報告とお礼に⾏きた
いです。�



 
 
 
 
 

 
Porsche Sprint Challenge Japan 2026 

Round 5 & 6p 

富士スピードウェイ 

2026 年 7 月 12 日

エントリーリスト 

 
Comp. 

No. 
Team Name 

Driver 
Cls Nat. 

Comp. 
No. 

Team Name 

Driver 
Cls Nat. 

1 
KEN YAMAMOTO 
KEN YAMAMOTO 

GT3-I 
JPN 

JPN 
51 

NAVUL 

荒川 美恵子 
GT4 

JPN 

JPN 

9 
SHARAKU 

小林 賢二 
GT3-I 

JPN 

JPN 77 
MUSASHI  

MUSASHI 
GT3-I 

JPN 

JPN 

11 
Boo 

Boo 
GT3-I 

JPN 

JPN 
78 

七ツ矢 孝

七ツ矢 孝 
GT3-I 

JPN 

JPN 

16 
有限会社佐藤商会 

岸本 裕之 
GT3-I 

JPN 

JPN 
86 

SUNRISE BLVD. 

児玉 葵 
GT4 

JPN 

JPN 

27 
TeamKRM 

SOUICHIROU MANO 
GT3-I 

JPN 

JPN 87 
SUNRISE BLVD. 

安藤 泰敬 
GT4 

JPN 

JPN 

37 
CREF Motor Sport 

関家 真久 
GT3-I 

JPN 

JPN 
92 

RyuichiKunihiro 

RyuichiKunihiro 
GT3-II 

JPN 

JPN 

 
エントリーリストは変更の可能性があります

日付: 2026.06.24 















2026 PORSCHE SPRINT CHALLENGE JAPAN Championship Points (GT3-I)

Round 1 Round 2 Round 3 Round 4 Round 5 Round 6 Round 7 Round 8
1 1 KEN YAMAMOTO JPN 87 12 20 20 20 15 0
2 37 Mark Sekiya JPN 82 20 15 12 15 20 0
3 77 MUSASHI JPN 61 15 6 15 10 5 10
4 16 Hiroyuki Kishimoto JPN 48 10 12 6 20
5 27 SOUICHIROU MANO JPN 42 8 10 12 12
6 9 Kenji Kobayashi JPN 35 5 5 10 15
7 11 BOO JPN 28 6 8 10 4 0
8 22 Masaya Koyama JPN 20 8 12
9 78 Takashi Nanatsuya JPN 16 8 8

2026 PORSCHE SPRINT CHALLENGE JAPAN Championship Points (GT3-Il)

Round 1 Round 2 Round 3 Round 4 Round 5 Round 6 Round 7 Round 8
1 92 RyuichiKunihiro JPN 115 20 20 15 20 20 20
2 15 Tsuyoshi Hashimura JPN 35 20 15

2026 PORSCHE SPRINT CHALLENGE JAPAN Championship Points (GT4)

Round 1 Round 2 Round 3 Round 4 Round 5 Round 6 Round 7 Round 8
1 51 Yusuke Hattori JPN 40 20 20
2 51 Mieko Arakawa JPN 35 20 15
3 86 Aoi Kodama JPN 32 12 20
4 87 Yasutaka Ando JPN 27 15 12

Okayama Fuji Suzuka
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6/28 7/12 10/4
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6/14
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Sugo Okayama Fuji Suzuka
6/14 6/28 7/12 10/4
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Sugo Okayama Fuji Suzuka
6/14 6/28 7/12 10/4




